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全世代型社会保障構築会議報告書の内容と法案との対比

〜報告書の内容はどこまで法案に反映されているか〜
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今後の高齢者人口の更なる増加と人口減少を見据え、かかりつけ医機能が発揮される制度整備は不可欠で
あり、その早急な実現に向けて、以下に整理した基本的な考え方のもとで、必要な措置を講ずるべきである。
その際には、国民・患者から見て、①一人ひとりが受ける医療サービスの質の向上につながるものとする必要

がある。
また、かかりつけ医機能が発揮される制度整備を進めるにあたっては、医療従事者、特に医師の育成やキャリ

アパスの在り方について、大規模病院の果たす役割も含めて検討すべきである。さらに、必要なときに迅速に
必要な医療を受けられるフリーアクセスの考え方のもとで、②地域包括ケアの中で、地域のそれぞれの医療機
関が地域の実情に応じて、③その機能や専門性に応じて連携しつつ、かかりつけ医機能を発揮するよう促すべ
きである。
かかりつけ医機能の定義については、現行の医療法施行規則13に規定されている 「④身近な地域にお
ける日常的な医療の提供や健康管理に関する相談等を行う機能」をベースに検討すべきである。

・ こうした機能の一つとして、日常的に高い頻度で発生する疾患・症状について幅広く対応し、オンライン資
格確認も活用して⑤患者の情報を一元的に把握し、⑥日常的な医学管理や健康管理の相談を総合的・継
続的に行うことが考えられる。そのほか、例えば、⑦休日・夜間の対応、他の医療機関への紹介・逆紹介、
在宅医療、介護施設との連携などが考えられる。
このため、医療機関が担うかかりつけ医機能の内容の強化・向上を図ることが重要と考えられる。また、こ

れらの機能について、⑧複数の医療機関が緊密に連携して実施することや、その際、地域医療連携推進法
人の活用も考えられる。

全世代型社会保障構築会議 報告書（2022年12月16日）抄







今回の医療法改正に盛り込まれている内容は、報告書が提起している事項の一部に

とどまっている。

↓

今回の制度改正はあくまで「かかりつけ医機能が発揮される制度整備」の第一歩。

引き続き必要な制度整備・政策遂行に尽力してほしい。
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会議報告を踏まえた「今後取り組むべき課題」

：患者による選択

かかりつけ医は患者が選ぶもの、という視点の明確化。
（「報告制度」についての規定にとどまっていて、患者の選択の保障・支援に関する制度整備が不十分）

：かかりつけ医機能の定義

「医療の提供」以外の様々な機能（「地域包括ケアの中で発揮されるべき機能」など）の明確化・規定整備

：かかりつけ医機能（報告）の対象が「慢性疾患を有する者（≒高齢者）」に限定されている。

かかりつけ医機能は、健康な現役世代にとっても（にとってこそ）重要。コロナ禍で問題になったのも、健康な人に
かかりつけ医がいなかったこと。

：「患者国民の医療ニーズ（＝かかりつけ医が果たすべき機能役割）」の例示が極めて限定的。

かかりつけ医療機関に多様な役割があることは、厚労省自身が指摘してきたこと。

：かかりつけ医機能は医療機関の連携・ネットワークで実装する、という視点の明確化

：情報連携・PHRなど医療情報基盤の整備促進 7



「かかりつけ医機能に関する事例集」より
（厚生労働省「令和3年度かかりつけ医機能の強化・活用
にかかる調査普及事業」報告）

：「かかりつけ医の役割」には多様なものがある。

：その全てを単独で担い切れている事例はない。

：地域の連携でかかりつけ医機能を担っている例もある。

8



（医療ニーズの変化への対応）

◆ 高齢化を踏まえた医療・介護提供体制、
高齢者医療・介護保険制度の一体的運用

•プライマリ・ケア（かかりつけ医）機能を起点とした医療
と介護のシームレスな連携とサービス提供

◆ かかりつけ医機能の充実
•病院、専門医、在宅医療、介護など地域連携グループ
の構築および多職種連携

• アウトカムデータの蓄積による医療の質の向上

（加入者サービスの充実等）

◆ 健保組合とかかりつけ医のコラボレーション
による加入者へのサービス提供
•かかりつけ医（地域連携グループなど含む）との連携の
もと、質を担保した保険診療・保健サービスの提供、情報
提供等

健康保険組合連合会の2040年を視野に入れ
た医療保険制度等の将来像に関する有識者検
討委員会で検討中の内容からの抜粋

：かかりつけ医機能に「医療介護のシームレスな連携」
の役割を期待

：病診連携・在宅医療・医療介護連携による地域での
連携構築・多職種連携によるかかりつけ医機能の充
実やアウトカムデータ蓄積による医療の質の向上につ
いて指摘

：かかりつけ医とのコラボレーションによる加入者（＝
現役世代）へのサービスの充実を志向

保険者の視点
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